On the Liberty Aero-Engines and Its Rivals (Part 3) by 坂上, 茂樹
砂技術解説
リバティーと第 1次世界大戦期の水冷航空発動機(下)














































































































































34秒， 3315 kmの記録を樹立.この両名は 5月
2-3日，ニューヨーク~サンデイエゴ聞で初の




















発動機名称海商高度出力 10OOOft. 20 OOOft. 30 OOOft. 
カーチス 93HP 




























































20000 ft. を超えない高度，とりわけ 15000-

































































































国籍 名称 分類 製作年
重量 前面装甲 主主坂力 乗員 最高速度 出力(印) 搭載燃料 武装(t) (mm) (度) (km/h) (e) 
米 咽型 重戦車 1918 44 16 45 12 8.75(常用 5.2) 330 910 57mmx 1.機銃5
米 クリスティー 装翰装執 1928 8.6 12.5 37 不明 113(装輪)， 68(装執) 338 133 機銃3
米 クリスティー 同上 1931 10.5 15.7 35 2 112.6(装輪)， 64.4(装軌) 338 202 37mmx1，機銃l
英 ヴイッカー ス 重戦車 1925 42 25 40 10 30 350(1) 不明 47mmx1，機銃4
英 ヴイッカー ス 重戦車 1925 32 25 40 10 25 380(2) 250 47mmx1，機銃4
伊 フィアット 重戦車 1918 40 20 40 8， 10 7.5(常用 4.5) 240(3) 600 65mmx1，機銃7
独 A-7-V 震戦車 1917 30 30 30 18 不明 200 X 2 (4) 500 不明
仏 2-C 重戦車 1922 68 45 45 12， 16 13 (常用 5) 500 X 2 (5) 1500 不明
仏 3-C 重戦車 1926 68.5， 74 55， 45 45 12 」 竺(常用 5-6) 600 X 2 (6) 1400 不明





































































-542， 806頁，小川『航空君主動機工撃』河出 39) “イーグル珊"についてはH.R. Ricardo， THE 
書房1944年， 233-238頁， W航空発動機.1449 HIGH-SPEED INTERNAL-COMBUSTION EN-
-453頁，神蔵『高速ガソリンエンジンJ丸善 GINE. London， 1935. pp.335， 338， r飛行機
1960年， 338頁参照 溌動機拳講義.1398-402頁参照.ロールス・
34) 東粥三「故障及修理法一航空音量動機一J(鈴木 ロイス発動機全般については別途論ずる.
徳裁・三木吉平・東掬三・湾藤忠裁/宮田藤櫨 40) リカードによれば“祖"とおぼしき 350HP形
『故障及修理法』内燃機関工拳講座8，共立 “イーグル"の減速比3/5の遊星歯車式減速装
社， 1935年)318-319頁 置，ラジエータなど冷却装置込みの総重量は
35) 駒林幾太郎閲・坂本定治著『航空溌動機の故 533.2 kg (1. 52 kg/HP)であった.また，be 
障とその取扱J山海堂「内燃機関パンフレツ は226.5g/HPhと優れ，潤滑油消費率は 12.7
トJ1938年， 28頁 g/HPhと極めて僅少であった.Cf. Ricardo， op. 






た.日本では戦後，いす f自動車研究部がDA グル"のオーバホール間隔は 103.2時間であっ
45形自動車用ディーゼル機関のルーツプロワ たと述べている.Ricardo，op. cit.， p.335 
による過給を試みた際，ロータ駆動歯車の潤 42) Morris & Smith Wより速く…….1225頁
滑を巡って同じ現象に逢着している.伊藤正 43) Barker&Harding rオートモピル・デザイン』
男「技術者と忍耐J(rいすす技報J第17号「巻 (上)122頁
頭言J1953年9月)，拙著『伊藤正男一トップ 44) “ライオン"についてはRicardo，op. cit.， pp， 
エンジニアと仲間たち 』日本経済評論社1998 314-316， 333-335， r飛行機音量動機撃講義.1407 
年160-162頁参照 -412頁，内丸最一郎『内燃機関(後編).1丸
37) 減速装置全般については小JIIW波動機工撃.1233 普改訂1931年822-824頁， Nayler & Ower， 
-245頁， r航空殻動機(中).1435-480頁が op. cit.， pp. 382-383，小JIr航空発動機(上中
最も体系的叙述であろう 下).1(改訂版)， ，(上)300-305頁参照
38) 大西洋無着陸横断飛行はイギリス海軍のJW. なお，“ライオン"のストロークについて
アルコック， W.ブラウンによる.1919年6 142.875 mm (5 5/8 in)ではなく 130.175mm 
月14-15日.3，040 km， 16時間 12分(平均 (5 1/8 in) とする文献がある.たとえばNayler
188 km/h). '24年5月には極地探検家として & Ower， op. cit.， p.383， Ricardo，op. cit.， p.334， 
名高いノルウェーのR.アムンゼン大佐がド 内丸『内燃機関(後編).1824頁，富塚『航空
ルニエ・ワール飛行艇 (350HP双発)2機を 原動機』第2表 (b)，賓吉金郎「彼等の俊動
駆って北極飛行を敢行，自位置を見失い不時 機J(r航空後動機性能一般.1[山海堂理工挙論




かし，北極点通過はその3目前，ライト・ しかし，非常に鮮明な Ricardo，op.cit.， p.334， 










































Ricardo，op. cit.， p.343 
52) M.Barthel und G.Lingnau， DAIMLER BENZ DIE 
TECllNIK，Berlin， 1986， SS.67-75 






実験によれば E を5から 7に引き上げれば，図























る.Cf. Ricardo， op. cit.， 343-347 
55) F. Sass， GESClICllTE DES DEUTSCllEN VER・
BRENNUNGSMOTORENBAUES VON 1860 B1S 
1918. Berlin， 1962， SS.621-625. M.Barthel 
und G. Lingnau， op. cit.， SS. 76-77， Ricardo，op. 

























いてはSass.op. cit. SS. 368-380のほか， B. 
Zima. Entwicklung SchnellaLφnder Hochleis-
tungsmotoren in Friedrichshafen. VDr Fer-
lag. 1987， SS.5-20， 459-462， 498-505， 508， 
528， 555-561， 807， 816-818に詳しい記述，諸
元表，系統図，組立図ならびに写真が掲載さ
れており， W. Treue & S. Zima. Hochleis-
tungsmotoren Karl Maybach und sein Werk. VDr 















61) 要目はDOHC4弁式， 6 L-140 x 180 mm，ε: 
28 
14.0(ないし 14.5)，180 HP/1600 rpm. (最大














62) この発動機はRicardo.op.cit. p. 336にFig.209
として掲載され， p.338に若干コメントされて








op. cit. p. 320， Fig.189， pp.321， 331-333 
64) ガンストン『世界の航空エンジン①レシプロ
編.125-26，34-35， 38-41， 94-95， 104頁，
J. Reynolds. Engines & Enterprize The L俳 and




ル (L8-209. 5 x 304.8 mm， 650 [585] HP/1 
200 [900] rpm，蒸気冷却，全重量2250kg) 
などでも航空史にその名をとどめた.Nayler 
& Ower. op. cit. pp.214-215， 394， Pl. 101， 











に吸収された.Cf. G. S. May. ed. Encyclopedia of 
American Business History and Biography The 
Automobile lndustηι1896-1920. N. Y.， 1990， 
pp.187-192 
66) Morris & Smith rより速く，より遠く.1210-
211， 227， 245， 248頁， J. A. Vand巴rMeuien. 
リバティー と第1次世界大戦期の水冷航空発動機(下)
The Politics of Aircraft. Kansas， 1991. pp.28-
40参照
67) Nayler & Ower. op. cit. p. 377，ガンストン『世
界の航空エンジン①レシプロ編J130頁
68) 以下のボーイング社からみの事践については，
Cf. Bowers. op. cit.叩 pp.40一43，48-52， 56 
61， 108-110 









動機開発を続け， V-1710 (60012 V-139. 7 x 


























































いる.Ricardo.op. cit. pp. 339-343 
排気ガスタービン過給機についてはこのほ
か，日本飛行拳校『飛行機後動機撃講義j361 
-362頁， Judge.op. cit. pp. 524-533，神蔵『航
空設動機の設計.1341-342頁，大賀恵二『蒸










1939年，航空発動機の72-73頁，柴田浩『溌 76) Ricardo.op. cit.， pp. 347， 349 
動機の原理』平凡社1940年， 158-161頁，長 ブラウン・ボベリの件についてはCf. Judge， 
尾不二夫『新撰内燃機関講義』養賢堂1943 op. cit.， p.524. N. A. C. A.での実験については
年， 63-65， 524-525頁， D. R.Pye平尾l俊他 神蔵前掲書63-70頁に概要が紹介されてい
訳『航空愛動機』誠文堂新光社1943年， 213，302 る.ちなみに'30年代後半のドイツ，ベルリン
頁，富塚編『航空震動機.J926-929頁，小川 工科大学で行なわれた過給実験に供された単
『航空愛動機工拳j284-285，310-312頁， r航 筒発動機はマイバッハCX形と同じ 160X190 
空霊童動機(下)j328-353頁，富塚清・能谷俊 mmサイズの2弁式であったが，その由来に







不都合を避け得る様な異った或は改良され 78) 大賀前掲書， 755-757頁
た形式で再び使はれるであらうと言う事を 79) M. Caidin南郷洋一郎訳 rB-17空の要塞』フジ
推定するのである.…・・更に，今迄行はれ 出版社1977年， 102-106頁参照
たもの中では得られなかった様な最良の効 80) Cf. Judge， op. cit.， pp.337， 667-675， 708-
率に到達する震に充分な周速をターピン翼 709， 730-732 
に奥え得る様な冶金撃の進歩も可能であら 81) D. R. Pye平尾他訳前掲書， 68-69， 72頁参照.
うJCW内燃機関(下).11312頁) 82) クリスティー戦車， T34戦車についてはD.
と述べている. オージル・加登川幸太郎訳『無敵 IT34戦車』
また，富塚・大井上『航空綾動機』では渡 産経新聞出版局(第二次世界大戦ブックス
部一郎がその有望性について一般的に論じて 47)， 1973年， 16-26頁，野木恵一『戦車と
いる.315-318頁には「賂来の過給器界に君 機甲戦』朝日ソノラマ， 1981年， 26-28頁，
臨する可能性」に鑑みて渡部が行なった，ラ 鈴木孝『エンジンのロマン』プレジデント
トー排気タービン過給機をルーツプロワで10 社， 1988年， 219-234頁，林磐男『タンクテ
000 rpm.まで駆動した際のコンプレッサの特 クノロジー』山海堂， 1992年，写真No.6，14， 4 
性に関する実験報告が掲げられている (303- -5頁，表1-2-1Cクリスティー戦車のエンジ
304頁) ンについては，航空エンジン利用， 350 PSと
75) Judge， op. cit.， pp.530-533，大賀前掲書754- のみ記載)，参照
755頁参照
30 
